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看護の寺子屋ご紹介
看護の寺子屋は、希望に応じコースを設け、知識・技術が豊富な講師（専門・認定
看護師ほか）が、夕方の1時間ともに学ぶ機会を設けています！

・新しい知識を身につけるチャンス
・部署での疑問を再確認の機会

少数で直接聞きながら共に学ぶスタイル 新しい仲間も作れます！

ポジショニング
講師：皮膚排泄ケア認定看護師 7月2回実施

新人看護師や看護補助者の参加

参加者の声：患者体験してみて除圧が行えていなかったと実感
除圧ひとつでこんなにも体感が違うんだ！
こんなに楽な姿勢になるんだ
スキマを作らないことが大事
自分が勘違いしていた！ 修整して臨床に活かす

・・などなど

術後の観察、何を見る？（周術期看護）
講師：手術看護認定看護師 7月2回実施

若い看護師や中堅看護師・ベテランの看護師も参加

参加者の声：OP後の尿量について曖昧な部分がクリアになった！
日頃の観察に活かせそう・・などなど
いまさら聞けないあんなこと、こんなことも理解できたようです！

寺子屋とは
江戸時代に庶民の学びの場として個別に必要な読み・書き

そろばんなどを習ういわば塾のような場所であったそうです

我々の地域はグローバル化によりどう変わっていく？
国外の保健・医療・看護・福祉の動向
講師：医療社会事業課 MSW 11月

国際活動を経験した看護師 12月

参加者の声：改めてグローバルとは何か知れた！

グローバルって身近…私の生活そのものが『グローバル』の一部
病棟の看護師：地域での生活を知り『連携』が大切
つながりの向こう側（地域）を意識した看護を提供したい
LGBTQについて考える機会が持てた もっと知る必要がある
広い視野で国境を越えた出来事についても考えたい

・・などなど

外来看護師・看護係長や師長・外来事務ほか幅広い参加があり。
グローバルの認識を新たに世界にも視野を向け、地域とつながる
看護を目指して・・・



令和６年度 看護部 NEWS LETTER vol.２

血液培養検査
参加者の声：部署異動になり、これまであまり体験できていない…

自信が持てよかった！

CVカテーテル管理
参加者の声：部署では刺入部の消毒の機会が少なく経験できな

かった。
教えてもらえてよかった！
苦手意識があった一緒に実践して疑問が解決した

膀胱留置カテーテルの挿入・管理
参加者の声：

正しい手順の復習ができた
男性と女性の挿入角度について解剖整理の視点から学べた
尿道括約筋のことや、本当に膀胱留置カテーテルが必要なの
かも考えたい

看護ケア 12月～1月

講師：感染管理認定看護師・院内認定看護師
忙しい臨床を離れ、少人数で落ち着いて教え合う場が好評！

1月・・多職種（医師・看護師・放射線技師）合同研修の実施！

多職種シミュレーション 1月2日間

講師：臨床研修センター 指導医
参加者：研修医・看護師・放射線技師
参加者の声
頭が真っ白になる体験ができた（医師）
頭が真っ白になり的確な指示が助かった
技師も薬剤名を覚えておく必要がある
自分が行うことは声を出し、指示も復唱して
お互いに確認することが大切！
多職種と共に学べる良い機会であった


